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Abstract: 
 An inhabitant investigation of freshwater clam (corbicula) in Fukui prefecture from 2008 to 2014 was conducted. As 
an interim result, we will report the 168 specimens and their habitat. 10 individuals of all specimens were 
morphologically concluded to be common freshwater clam (Corbicula leana). Another two individuals were also 
identified as common freshwater clam with high reliability. On the other hand, only two individuals of Lake Kitagata is 
surely appraisal Japanese corbicula (Corbicula japonica). Unfortunately, individuals of Lake Kugushi, having very large 
mutations, have not been positively appraised as Japanese corbicula. Most of the others have been appraised with 
Taiwan freshwater clam  (Corbicula  fluminea).




と形態学的に鑑定された。また,別 の2個 体 も高い信頼性でもってマシジミと同定されている。一方,北 潟湖の
2個体のみが確実なヤマ トシジミ(Oorわノ6α姦メ4ρo刀∫6∂)と鑑定された。残念ながら,久 々子湖の個体は,非 常に
大きな変異を示すため,確実にヤマ トシジミであると鑑定できなかった。他はほとん どタイワンシジミ(αフ1が6ω勉
ガ〃切加θ∂)と鑑定 された。
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採集年月日,生息環境(止水域/流 水域 ・泥底/砂 底
/砂泥底/砂 礫底)および備考(生息数等)を記載 し,
標本 リス トには標本No.,殻の内面(上)と外面(下)
の写真,種 名(和名),採集地名,最 大殻長 ・採集地別
番号(1～48)一個体別番号,採集年月 日および生息環























○マ シジ ミ(Corbicula leana)絶滅危惧H類(VU)4)
殻長 は30mm～50mm日本全 国に分布 し,淡水域 に生
息す る。生息環境 は山間部 の清流 が流れ る小河川 か ら
平野部 の農業用水路 の砂礫底～泥底 まで,流 水域 ・止
水域 の比較的水 のきれい な環境 に生息す る。雌雄 同体
で卵胎生。雄性発生 とされ るが繁殖様式 は十分解 明さ
れ てい ない。殻の 内面 は淡い青紫色。平均水温19℃ 以
上 で繁殖す る。
福井県 では,あ わ ら市(標 本No.1・標本集①:橋 屋
1-1)と坂井市(標 本No.13-15,19,20,23,25,41,46・
標本集①:三 国町西野 中6-1,三 国町山岸7-1,三 国
町野 中8-1,坂井町今井9-1,2,5,②:坂井 町今井9-7,
春江町大牧14-2,7)の10個体 が採集 され た。 この中
で,No.13(6-1)およびNo.14(7-1)の個体 は殻長5
cmほどもある大型 のナ リヒラシジ ミ型 に分類 され た。
また,鯖江市(標 本No.101・標本集⑤:上 野田町33-1)
と越前市(標 本No.123・標本集⑥:余 田(は ぐり)町




底部に生息する。寿命は7年 ～8年 とされ,雌 雄異体
で卵生。殻の内面は濃い青紫色。産出量が激減 し漁獲
量が制限されている。琵琶湖固有種で福井県内には生
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